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問題

　方程式 x3 − 2x+ k = 0 は，k がどんな値をとるとき重根をもつか．

解答

f(x) = x3 − 2x+ k とする。

f(x) = 0が重根を持つということは、

f ′(x) = 0の点で解をもつということ

f ′(x) = 3x2 − 2 = 0を解くと
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